
解
消
は
最
重
要

片
務
的
な
契
約

一
般
社
団
法
人
全
国
中
小
建
設
業
協
会
会
長

土
志
田
　

領
司

﹁
地
域
の
守
り
手
﹂存
続
へ
５
項
目

年頭所感

政
府
・
与
党
に
要
望

新年特集号

自
治
体
の
対
応
に

強
い
危
機
感

ブ
ロ

ク
別
意
見
交
換



全　中　建　だ　よ　り（１） 第号年（令和年）　月日（水曜日） ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ 　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
の
土
志
田
領
司

会
長
ら
幹
部
は


月

日


日
に
国

土
交
通
省
や
自
民
党
本
部
な
ど
を
訪
れ


公
共
事
業
予
算
の
大
幅
な
確
保
や
入
札
契

約
の
適
正
な
対
応
な
ど
を
柱
と
し
た

２

０
２
５
年
度
予
算
・
一
般
政
策
に
関
す
る

要
望
活
動
を
行

た


‖
３
面
に
要
望
フ

ト
フ

イ
ル

　
全
中
建
か
ら
は
小
野
徹
日
野
一
基


朝
日
啓
夫

田
邊
聖

河
﨑
茂
各
副
会
長

も
同
行
し
た

主
戦
場
に
す
る
地
方
自
治

体
発
注
工
事
量
の
大
き
な
波
に
苦
慮
す
る

現
状
の
打
開
を
強
く
要
望
し
た


全
公
共
工
事
で


年
度
７
・
２
％

入
札
不
調
・

不
落
発
生
率

　
国
土
交
通
省
と
総
務
省
が

ま
と
め
た
入
札
契
約
適
正
化

法
︵
入
契
法
︶
な
ど
に
基
づ

く
２
０
２
４
年
度
入
契
調
査

の
結
果
に
よ
る
と

入
札
回

数
を
ベ

ス
と
し
た
入
札
不

調
・
不
落
発
生
率
は
全
公
共

工
事
の

年
度
実
績
が
７
・

２
％
だ

た

前
年
度
に
比

べ
て
０
・
２

低
下
し
た


過
去
５
年
間
で
最
も
低
か


た


　
国

特
殊
法
人
等

都
道

府
県

政
令
市

市
区
町
村

が
発
注
し
た
全
工
事
の
﹁
不

調
・
不
落
の
合
計
件
数
﹂
を

﹁
全
競
争
入
札
の
契
約
件
数

︵
一
般
競
争
入
札

指
名
競

争
入
札
で
の
契
約
件
数
に
不

調
・
不
落
の
合
計
件
数
を
加

え
た
も
の
︶
﹂
で
除
し
て
算

出
し
た


　

年
度
不
調
・
不
落
発
生

率
を
公
共
発
注
者
の
区
分
別

は

都
道
府
県
は
０
・
３


低
下
の
６
・
２
％

政
令
市

は
１
・
３

上
昇
の
９
・
４

％

市
区
町
村
は
０
・
２


低
下
の
７
・
２
％
だ

た


　
令
和
７
年
　
新
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す


　
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は

平
素
よ
り
中

小
建
設
業
界
の
健
全
な
発
展

の
た
め

当
協
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す


　
昨
年
も
年
初
め
か
ら
大
規

模
災
害
が
発
生
し

甚
大
な

被
害
に
よ
り
現
在
も
災
害
復

旧
に
よ
り
地
域
社
会
経
済
が

停
滞
し
て
お
り
ま
す

全
国

各
地
に
は
災
害
に
脆
弱
な
地

域
が
多
数
あ
り
ま
す

今
後

日
本
の
人
口
が
減
少
し
ま
す

が
自
然
災
害
は
気
候
変
動
に

よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す

こ
の
た
め

国

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
り
ま
す
国
に
お
い
て
は


自
然
災
害
か
ら
国
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め

﹁
防

災
・
減
災

国
土
強
靭
化
５

か
年
加
速
化
対
策
﹂
を
実
施

し

整
備
効
果
が
発
現
さ
れ

被
害
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
実

態
も
あ
り
ま
す


　
国
土
強
靭
化
基
本
法
に
よ

り

国
土
強
靭
化
実
施
中
期

計
画
が
早
期
に
策
定
さ
れ


５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
切

れ
目
な
く
国
土
強
靭
化
を
推

進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は


国
民
に
と

て
は
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま

す


　
わ
れ
わ
れ
中
小
建
設
業
界

は

地
域
の
人
々
の
生
活
を

よ
り
豊
か
に
す
る
社
会
基
盤

施
設
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ

り

地
域
住
民
の
命
と
暮
ら

し
を
災
害
か
ら
守
り

日
々

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
施

設
の
建
設
や
維
持
を
生
業
と

し
て
お
り
ま
す

ま
た


﹁
地
域
の
守
り
手
﹂
と
し
て

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る

活
動
を
使
命
と
し
て
お
り
ま

す


　
こ
の
社
会
的
使
命
を
守
る

た
め

官
民
・
元
下
間
問
わ

ず
受
発
注
者
間
に
あ
る
片
務

的
契
約
関
係
の
解
消
が
最
も

重
要
と
な
り
ま
す

協
会
と

し
て
も
こ
の
不
平
等
の
解
消

に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す


　
現
在

地
方
公
共
団
体
が

発
注
す
る
工
事
量
に
変
動
が

あ
る
た
め

安
定
経
営
を
営

め
な
い
企
業
も
存
在
し
て
お

り

将
来
に
不
安
を
抱
え
た

経
営
と
な

て
お
り
ま
す


中
長
期
的
に
安
定
的
・
持
続

的
な
予
算
確
保
が
さ
れ
れ

ば

企
業
と
し
て
も
経
営
の

安
定
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す

さ

ら
に
は

従
業
員
の
処
遇
改

善

若
者
の
雇
用
が
可
能
と

な
り
ま
す

地
域
に
根
差
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
﹁
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
力
強
い
地
場

産
業
﹂
と
し
て
の
役
割
を
十

分
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す


　
日
本
経
済
が
元
気
を
取
り

戻
す

そ
の
も
と
と
な
る
社

会
基
盤
施
設
整
備
が
最
も
重

要
と
な
り
ま
す

そ
の
た
め

に
は

既
存
の
社
会
基
盤
施

設
の
利
活
用
の
促
進
が
重
要

と
な
り
ま
す

経
済
活
動
の

根
幹
と
な
る
社
会
基
盤
施
設

の
概
成
は
あ
り
ま
せ
ん

完

成
し
た
ら
終
わ
り
で
は
な

く

そ
の
時
々
の
国
民
の
生

活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
改

良
や
維
持
管
理
が
必
要
と
な

り
ま
す


　
ま
た

新
た
な
技
術
革
新

に
よ
り
国
民
が
求
め
る
サ


ビ
ス
も
変
化
し
ま
す

こ
の

た
め
に
も
地
域
に
暮
ら
す
人

々
が
日
々
充
実
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
中
小
建
設
業

界
と
し
て
社
会
基
盤
施
設
整

備
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す


　
最
後
に

新
し
い
年
が
建

設
業
界
に
と

て
魅
力
溢
れ

る
業
界
に
変
革
し

よ
り
素

晴
ら
し
い
年
と
な
る
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に

皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と

さ
ら
な
る
ご
発
展
・
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ

新
春

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す


　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
の

今
年
度
ブ
ロ

ク
別
意
見
交

換
会
が

２
０
２
４
年
９
月


日
の
中
部
地
区
を
皮
切
り

に


月
６
日
ま
で
全
国
６

ブ
ロ

ク
で

国
土
交
通
省

本
省
・
各
地
方
整
備
局
な
ど

と
開
か
れ
た

全
国
各
地
の

会
員
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

課
題
を
共
有
し

発
注
・
産

業
行
政
に
反
映
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的


回
目
と
な

る
今
年
度
意
見
交
換
会
に
は


会
員
団
体
が
参
加

活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
︵
ダ
イ

ジ

ス
ト
は
５
面
に
掲
載
︶

　
意
見
交
換
に
当
た

て
の

共
通
テ

マ
は

▽
国
か
ら

の
市
区
町
村
の
取
り
組
み
改

善
へ
の
具
体
的
働
き
か
け
▽

市
区
町
村
の
週
休
２
日
工
事

拡
大
の
支
障
と
支
援
▽
工
事

の
平
準
化
▽
建
設
キ

リ
ア

ア

プ
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
︶
▽
書
類
の
電
子
化
｜
｜

な
ど
全
中
建
会
員
企
業
の
大

半
が
中
小
元
請
け
で
主
要
取

引
先
が
地
元
の
地
方
自
治
体

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た


　
各
地
の
意
見
交
換
で
は


適
用
が
始
ま

た
時
間
外
労

働
時
間
の
上
限
規
制
を
始
め

と
し
た
﹁
働
き
方
改
革
﹂


﹁
賃
上
げ
と
担
い
手
確
保
の

バ
ラ
ン
ス
﹂

﹁
技
能
労
働

者
の
処
遇
改
善
へ
の
発
注
者

理
解
﹂と
い

た
視
点
か
ら


地
方
自
治
体
の
対
応
に
強
い

危
機
感
が
相
次
い
だ

同
時

に
第
３
次
担
い
手
３
法
に
よ

る
自
治
体
へ
の
国
の
強
い
指

導
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た




勧告受けた地方自治体
直ちに必要措置求める

入
契
法
適
正
化
指
針
改
正

２
０
２
５
年
度
　
公
共
事
業
関
係
予
算
案

微
増
の
６
兆

億
円

一
般
会
計
は

兆
で
過
去
最
多

改正業法で技術者専任特例
新設２種類　連絡員常駐不要

公共事業関係費の推移 　キーワード
注目は予算、自治体入契制度 展望

―－

全　中　建　だ　よ　り （２）第号 年（令和年）　月日（水曜日）

　年、中小元請けにと
って最も注目すべきは、企
業経営に直結する『仕事量』
と主要取引先である自治体
の『入札契約制度』の動向
だ。特に今年は建設業界に
とってこれまでの商慣習を

度変える「標準労務費」
の作成・勧告を中央建設業
審議会が行う予定。中小元
請けにとって、標準労務費
対応にはこれまで大きな壁
だった入札契約制度変更の
実現が、必要不可欠となる。

　
政
府
は

公
共
発
注
者
を
対
象

に
し
た
入
札
契
約
適
正
化
法
︵
入

契
法
︶
に
基
づ
く
適
正
化
指
針
の

改
正
を
２
０
２
４
年

月

日
に

閣
議
決
定
し
た
︵
関
連
４
面
︶


　
す
で
に
昨
年
６
月
の
﹁
第
３
次

担
い
手
３
法
﹂
で

国
が
地
方
自

治
体
に
対
し
入
札
・
契
約
適
正
化

に
つ
い
て
助
言
・
援
助

勧
告
が

可
能
と
な

て
い
た
指
針
で
は


改
正
入
契
法
に
基
づ
い
て
国
か
ら

入
札
・
契
約
適
正
化
の
勧
告
を
受

け
た
公
共
発
注
者
は

適
正
化
に

必
要
な
措
置
を
直
ち
に
講
じ
る
こ

と
を
求
め
て
い
る


　
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
は

地

方
自
治
体
に
対
し
お
願
い
ベ

ス

の
﹁
要
請
﹂
し
か
で
き
な
か

た

が

改
正
で
よ
り
強
い
対
応
を
求

め
る
こ
と
が
可
能
と
な

た

中

小
元
請
け
に
と

て
は
制
度
改
正

へ
向
け
た
追
い
風
と
な
る


　
国
土
交
通
省
は

２
０
２
４
年


月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
建
設
業

法
で
新
設
さ
れ
た
２
種
類
の
技
術

者
専
任
特
例

﹁
現
場
技
術
者

︵
主
任
技
術
者
ま
た
は
監
理
技
術

者
︶
の
現
場
兼
任
﹂
と
﹁
営
業
所

技
術
者
等
に
よ
る
現
場
技
術
者
の

兼
任
﹂
の
運
用
方
法
や
留
意
事
項

を
ま
と
め
た

特
例
要
件
の
﹁
連

絡
員
配
置
﹂
は

一
人
で
複
数
現

場
の
連
絡
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で

き

専
任
や
常
駐
は
不
要
と
し
て

い
る
の
が
特
徴
の
一
つ


専任特例１号の要件と主な留意事項

　
政
府
は
２
０
２
４
年

月


日

２
０
２
５
年
度
予
算

案
を
閣
議
決
定
し
た

一
般

会
計
は

前
年
度
比
２
・
６

％
増
の
１
１
５
兆
５
４
１
５

億
円
で
過
去
最
多

こ
の
う

ち
公
共
事
業
関
係
費
は

６

兆
０
８
５
８
億
円
で
０
・


％
増

金
額
で

億
円
増
と

な

た

今
月
開
会
す
る
通

常
国
会
に
提
出
し


年
度

内
の
成
立
を
目
指
す


　
公
共
事
業
関
係
費
の
内
訳

は

一
般
公
共
事
業
費
が
０

・
４
％
増
の
６
兆
０
２
６
１

億
円

災
害
復
旧
等
が

・

７
％
減
の
５
９
７
億
円

災

害
復
旧
等
の
減
少
は

災
害

発
生
が
想
定
よ
り
少
な
く
予

算
の
全
額
を
支
出
し
な
い
こ

と
が
あ

た
た
め

災
害
が

多
発
し
て
予
算
不
足
の
場
合

は
予
備
費
を
活
用
す
る


　
公
共
事
業
関
係
費
は

防

災
・
減
災

国
土
強
靱
化
の

推
進
を
第
一
の
柱
に
掲
げ
編

成
し
た

府
省
別
で
は

国

土
交
通
省
関
係
が
０
・

％

増
の
５
兆
２
３
３
６
億
円


農
林
水
産
省
関
係
が
０
・
０

２
％
増
の
６
７
８
６
億
円


経
済
産
業
省
関
係
が
０
・
４

％
減
の

億
円

環
境
省
関

係
が
０
・
３
％
減
の
４
９
３

億
円

内
閣
府
関
係
は

・

２
％
増
の
６
２
４
億
円

イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
も
活
用

で
き
る
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
を
創

設
す
る
こ
と
な
ど
で
増
加
し

た

国
交
省
は

能
登
半
島

地
震
を
教
訓
に

上
下
水
道

シ
ス
テ
ム
全
体
の
機
能
維
持

で
最
も
重
要
な
”急
所
施
設
”

の
耐
震
化
や

道
路
盛
土
の

の
り
面
防
災
対
策
で
個
別
補

助
制
度
を
創
設
す
る




１

４

２

３

６５

７ Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

人
が
来
な
い


年
先
見
え
な
い

全　中　建　だ　よ　り（３） 第号年（令和年）　月日（水曜日）

　要望を提出したのは写真左上から番
号順、国土交通省幹部はアルファベッ
ト順。
　１：森山裕自民党幹事長、２：小野
寺五典同政調会長、３：菅義偉同副総
裁、４：中野洋昌国土交通大臣、５：佐
藤信秋自民党国土強靱化本部本部長、
６：足立敏之参議院議員、７：斉藤鉄
夫公明党代表
　Ａ：吉岡幹夫事務次官、Ｂ：廣瀬昌
由技監、Ｃ：平田研不動産・建設経済
局長、Ｄ：沓掛敏夫技術審議官、Ｅ：
佐藤由美営繕部長

　
土
志
田
領
司
会
長
ら
全
中

建
幹
部
は
２
０
２
４
年

月


日
と

日
の
２
日
間
に
わ

た

て

自
民
党
と
公
明
党

の
与
党

国
土
交
通
省
に
も

対
し
﹃
令
和
７
年
度
予
算
　

一
般
政
策
に
関
す
る
要
望
﹄

を
提
出

若
手
人
材
の
確
保

が
ま

た
く
進
ん
で
い
な
い

と
し
て
担
い
手
確
保
へ
の
取

り
組
み
強
化
へ
の
理
解
を
求

め
た
小
野
徹
朝
日
啓
夫


田
邊
聖

河
﨑
茂

日
野
一

基
各
副
会
長
が
同
行

中
小

・
零
細
企
業
の
苦
境
改
善
を

訴
え
た


　
森
山
裕
幹
事
長
や
小
野
寺

五
典
政
調
会
長

菅
義
偉
副

総
裁
な
ど
自
民
党
幹
部
や
中

野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
な
ど

に
提
出
し
た
要
望
は

▽
公

共
事
業
予
算
の
安
定
的
・
持

続
的
な
大
幅
な
確
保
と
地
域

建
設
業
者
の
受
注
確
保
▽
国

土
強
靱
化
基
本
法
に
定
め
ら

れ
た
国
土
強
靱
化
実
施
中
期

計
画
の
早
期
策
定
と
前
期
計

画
額
を
上
回
る
予
算
の
確
保

と
当
初
予
算
計
上
▽
入
札
契

約
の
適
切
な
対
応
▽
第
三
次

担
い
手
３
法
に
基
づ
く
発
注

者
責
任
の
適
切
な
対
応
▽
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
な
ど

の
引
き
上
げ
に
よ
る
担
い
手

不
足
の
対
応
｜
｜
５
項
目


　
土
志
田
会
長
は
物
価
高
で

予
算
が
同
じ
で
も
発
注
件
数

は
減
少
す
る
こ
と
を
前
提

に

﹁
今

先
行
き
が
不
透

明
﹂と
し﹁︵
経
営
環
境
が
︶

本
当
に
厳
し
く
な

て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
く
﹂
と
強

調

特
に
地
方
自
治
体
の
入

札
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て

疑
問
を
呈
し
た


＊足立敏之参院議員が年月日、海難
事故で死去しました。ご逝去をお悔やみ申し
上げますとともに、謹んでご冥福をお祈り申
し上げます



中
建
審
総
会
で
土
志
田
会
長

﹃
稼
げ
る
﹄で
人
材
不
足
解
消

新
商
習
慣
の
課
題
は
片
務
性

小
規
模
工
事
の
課
題
指
摘

積
算
・
歩
掛
か
り
見
直
し
要
望

土木委員会

設
備
と
歩
調
合
わ
な
い
例
も

建
築
委
員
会

魅
力
向
上
へ
取
り
組
み
共
有

土
志
田
会
長
　

年
先
見
通
せ
な
い

人 材 採 用・
定着支援部会

質の良い積算実現を

人材確保テーマに意見交換
若手経営者部会

市川照氏が旭日双光章受章

全　中　建　だ　よ　り （４）第号 年（令和年）　月日（水曜日）

������������������������������������������������������������������������������������������������������������ 　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
広
報
委

員
会
委
員
の
市
川
照
第
一
建
設
社

長
︵
静
岡
︶
が
２
０
２
４
︵
令
和

６
︶
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章

を
受
章
し
た


年

月

日


東
京
都
港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
叙
勲
伝
達
式
が
開
か
れ

た

公
務
で
欠
席
し
た
中
野
洋
昌

国
交
相
に
代
わ

て
吉
岡
幹
夫
事

務
次
官
が
賞
状
を
授
与
し

そ
の

栄
誉
を
た
た
え
た


中建審総会では、自治体など公共発注者を対象にした
入契法に基づく適正化指針の改正案が了解された。国
の勧告を受けた公共発注者は直ちに必要な措置を実施
することが明記された。中小元請けにとって持続可能
な建設業へ向け一歩前進となる

し

か
り
と
主
張

労
務
資
材
対
策
委

　
労
務
資
材
対
策
委
員
会

︵
田
邊
聖
委
員
長
︶
は

月


日

東
京
・
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
第
二
回
会

合
を
開
い
た

田
邊
委
員
長

は

﹁
発
注
者
に
し

か
り

意
見
を
言
え
る
体
制
を
整
え

た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
‖

写
真

国
土
交
通
省
の
宮
沢

正
和
大
臣
官
房
参
事
官
も
出

席
し
た


将
来
像
に

最
大
の
関
心

建
設
業
振
興
対
策
委

　
建
設
業
振
興
対
策
委
員
会

︵
小
野
徹
委
員
長
︶
は

月


日

東
京
・
一
ツ
橋
の
如

水
会
館
で
第
３
次
担
い
手
３

法
を
テ

マ
に
会
合
を
開
い

た
冒
頭
小
野
委
員
長
は


﹁
建
設
業
が
将
来
的
に
ど
う

な
る
の
か
が
一
番
の
関
心

事
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た

国

土
交
通
省
不
動
産
・
建
設
経

済
局
の
黒
田
洋
介
企
画
専
門

官
を
交
え

標
準
労
務
費
と

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
の
関
係
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た


　
国
土
交
通
省
の
審
議
会


中
央
建
設
業
審
議
会
総
会
が

２
０
２
４
年

月
２
日
開
か

れ

入
札
契
約
適
正
化
法

︵
入
契
法
︶
に
基
づ
く
﹁
公

共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置

に
関
す
る
指
針
︵
適
正
化
指

針
︶
の
改
正
案
を
審
議
し
了

解
さ
れ
た

改
正
案
は
そ
の

後
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る

︵
関
連
２
面
︶


　
総
会
に
は
全
国
中
小
建
設

業
協
会
の
土
志
田
領
司
会
長

も
委
員
と
し
て
出
席

土
志

田
会
長
は

昨
年
６
月
に
担

い
手
の
処
遇
改
善
と
確
保
・

育
成
を
進
め
持
続
可
能
な
建

設
業
の
実
現
を
目
指
す
﹃
第

３
次
担
い
手
３
法
﹄
が
成
立

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え


﹁
担
い
手
に
と

て
稼
げ
る

業
界
に
な
る
こ
と
を
強
く
希

望
す
る
﹂
と
し
た
う
え
で


﹁
新
し
い
商
習
慣
と
な
る
た

め
に
は

受
発
注
者
間
に
あ

る
力
関
係
の
格
差
解
消
が
必

要
だ
﹂
と
強
調
し
た


　
発
言
は

中
小
元
請
け
と

自
治
体
な
ど
公
共
発
注
者
と

の
間
の
契
約
変
更
な
ど
に
つ

い
て
片
務
性
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
念
頭
に
し
た
も

の


　
建
設
業
振
興
対
策
委
員
会

︵
小
野
徹
委
員
長
︶
の
若
手

経
営
者
部
会
︵
中
山
大
護
部

会
長
︶
は

月
８
日

東
京

・
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東

京
で

人
材
確
保
を
テ

マ

に

部
会
メ
ン
バ

の
ほ
か

国
土
交
通
省
担
当
者
や
土
木

楽
者
・
デ
ミ

博
士
が
パ
ネ

ラ

を
務
め
た
意
見
交
換
を

行

た


　
中
山
部
会
長
は
自
社
で
新

卒
採
用
が
途
絶
え
た
こ
と
を

踏
ま
え
﹁
採
用
の
難
し
さ


次
世
代
に
つ
な
ぐ
難
し
さ
を

痛
感
し
て
い
る
﹂
と
し
た


部
会
会
合
に
は
全
国
か
ら


地
区

人
が
出
席

活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た


　
出
席
者
か
ら
は

標
準
労

務
費
導
入
に
よ

て
経
費
を

圧
縮
す
る
経
営
に
陥
る
企
業

が
続
出

廃
業
を
選
択
す
る

最
悪
の
未
来
予
想
図
を
披

露
こ
れ
を
変
え
る
に
は﹁
中

小
元
請
け
の
実
態
を
踏
ま
え

た
積
算
に
変
え
て
も
ら
う
し

か
な
い
﹂と
の
意
見
も
出
た


　
土
木
委
員
会
︵
朝
日
啓
夫

委
員
長
︶
は

月

日

東

京
・
芝
の
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で

﹁
施
工
パ

ケ


ジ
型
積
算
方
式
﹂
に
よ
る
積

算
価
格
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た


　
議
論
の
た
た
き
台
の
資
料

に
つ
い
て
は

作
成
し
た
朝

倉
泰
成
土
木
委
員
︵
全
中
建

多
摩
︶
が
説
明
し
た

第
３

次
担
い
手
３
法
施
行
を
契
機

に
処
遇
改
善
と
し
て
支
払
う

労
務
費
が
ア

プ

こ
の
ま

ま
い
け
ば
中
小
元
請
け
は
経

費
を
圧
縮
し
て
経
営
す
る
状

況
に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い

危
機
意
識
が
議
論
開
始
の
背

景


　
こ
れ
ま
で
全
中
建
は


﹁
小
規
模
土
工
を
対
象
に
し

た
パ

ケ

ジ
型
積
算
が
な

い
こ
と
で
中
小
元
請
け
は
自

治
体
工
事
な
ど
で
利
益
を
確

保
で
き
な
い
﹂
と
主
張

国

土
交
通
省
が
見
直
し
に
踏
み

切

た
過
去
が
あ
る
今
回


▽
殻
運
搬
工
︵
施
工
パ

ケ


ジ
単
価
︶
歩
掛
か
り
▽
舗

装
工
に
お
け
る
諸
雑
費



に
つ
い
て
の
具
体
的
課
題
を

指
摘
し
て
い
る

今
後

国

交
省
に
提
出
す
る


　
建
築
委
員
会
︵
大
矢
伸
明

委
員
長
︶
は

月

日

東

京
・
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

東
京
で

最
近
の
建
築
工
事

に
か
か
る
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
た

国
土
交
通

省
か
ら
も
官
庁
営
繕
部
の
松

尾
徹
計
画
課
長
が
出
席

官

庁
営
繕
行
政
の
動
向
を
説
明

し
た


　
冒
頭

大
矢
委
員
長
は


﹁
地
元
で
は
新
た
に
雇
い
た

く
て
も
雇
え
な
い
﹂
と
担
い

手
確
保
の
難
し
さ
と
と
も

に

﹁
仕
事
は
あ
る
が


︵
分
離
発
注
の
︶
設
備
と
歩

調
が
合
わ
な
い
﹂
と
現
状
を

説
明
し
た


　
全
中
建
人
材
採
用
・
定
着

支
援
部
会
︵
陽
葵
の
会

松

田
由
紀
子
部
会
長
︶
は

月


日

東
京
・
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
第
４
回
会

合
を
開
き

魅
力
向
上
や
柔

軟
な
働
き
方
な
ど
を
テ

マ

に
議
論

担
い
手
の
確
保
・

定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を

共
有
し
た


　
冒
頭

土
志
田
領
司
会
長

は

﹁
活
動
で
一
番
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
担
い
手
の
確

保
だ

中
小
建
設
業
の
経
営

者
に
と

て
は
仕
事
量
と
人

材
面
で

年
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
最
も
つ
ら
い

こ

こ
１

２
年
で
大
き
く
魅
力

を
高
め

若
者
に
示
さ
な
い

と

年
先
は
な
い
﹂
と
あ
い

さ
つ

松
田
部
会
長
は


﹁
こ
の
１
年

人
手
不
足
を

解
決
す
る
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と
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



仕事の成果
生活で実感

河﨑　諒子さんに聞く
　　かわさき　　りょうこ

有限会社マルカワ

適切な予定価格設定強く要望　令和６年度
　ブロック別意見交換 自

治
体
に
強
く
指
導
を

最
優
先
は﹁
担
い
手
確
保
﹂

市町村工事の課題共有へ

全　中　建　だ　よ　り（５） 第号年（令和年）　月日（水曜日）

①仕事の内容について教えて下さ
い
　建設業経理、総務、工事書類作
成の補佐を行っています。工事書
類は着手書類や工事完了の書類作
成、現場写真整理などを行ってい
ます。
　保有資格は宅地建物取引士、２
級土木施工管理技士、２級造園施
工管理技士、２級建設業経理士、
土木施工管理技士補です。
②建設業界に入ったきっかけは
　前職は化粧品、日用品メーカー
の営業をしていましたが、結婚を
きっかけにパートナーの実家が建
設業を営んでいたため建設業界に
入ることになりました。
③建設業界の魅力は
　道路や側溝、公園など毎日のよ
うに触れているもののインフラ整
備を行うため、今まで会社が行っ
てきた仕事の結果を普段の生活で
感じる事ができるところです。
④建設業界で働いていく上で、女

性としてのハンデや逆に良かった
ことなどを教えて下さい
　現場作業に関しては性別によっ
てできる事とできない事が出てく
る業種だと思います。身体能力的
にできない事はできる人が行えば
いい事なのでハンデとは違うのか
なと個人的には思います。ハンデ
と感じる事がないのと同じように
女性だから良かったと思うことも
特にありません。
⑤女性が働き続けるために、建設
業界（または現場）に求める改善点
などがありましたら教えて下さい
　まだまだ男性が多くを占める業
界だと思います。人手不足を補う
点からいっても建設業界で働く女
性が増える事が業界全体のプラス
にもなると思います。現場で働く
監督さんや作業員さんは皆さん優
しく現場の雰囲気もいいですが会
社として休日の確保や育休、産休、
有給休暇を取得しやすい雰囲気づ
くり、残業時間の軽減や現場で大

変な作業を行っている方へ賃金の
アップなど環境を整えることで女
性も男性も働きやすく、また働き
続ける事が出来る業界になると思
います。
⑥現場で常に心がけていることな
どはありますか
　「挨拶」と「ほうれんそう」はマ
メにするように心がけています。
年度末など現場が忙しくなるとど
うしても余裕がなくなり社内の雰
囲気も殺伐（さつばつ）としがち
ですが、進んで皆さんに話しかけ
て現場の状況などを聞くことで、
お手伝いできるところは現場作業
でもなんでも手伝うように心がけ
ています。
⑦結婚や子育て、または介護など
をされている方にお聞きします。
仕事との両立で特に大変だったこ
とはなんでしたか。その中で工夫
されたことや得られたサポートな
どがあったら教えて下さい
　子供が産まれたばかりで思って

いた以上に体調を崩し、仕事も急
にお休みをいただく事が多いで
す。しかし産休、育休はもちろん
子供が体調不良の際は臨機応変に
対応して頂きとても働きやすい環
境で仕事も育児も行うことができ
ています。子供が保育園を休んだ
時など一緒に会社に行く事もあり
会社全体でサポートしていただい
ています。
⑧未来の自分はどんな風であった
ら良いと思いますか
　あと３年実務経験を積むことで
１級土木施工管理検定の２次試験
を受けることができるので、先ず
は１級土木施工管理技士を取得し
会社の力の一つに自分もなれたら
いいなと思います。また、現場の
運転手不足が切実な問題の一つな
のでＡＴ限定の解除を行ってダン
プを運転できるようになって少し
でも現場の役に立てる自分になれ
るといいなと思っています。
⑨建設業を目指している女性に向
けて一言
　建設業界というと女性は働きに
くいと思う方も多いかもしれませ
んが、関わる方は優しい方が多い
です。また、今まで女性が少なか
ったので環境が整っていなかった
部分もあるかもしれませんが、今
はこの業界で働く女性も増えてき
ていてそれに伴って環境が整って
いる会社も増えていると思いま
す。
⑩貴女の大切な時間を教えて下さ
い
　家族で旅行に出かけることで
す。

関東地区でも自治体の適切な積
算と適正利潤確保が焦点となっ
た（写真上）

中国地区では広島県の入契制度
変更に悲鳴が相次いだ（写真下）
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持続可能な産業へ技能者の処遇改善
国
土
交
通
大
臣

中
野
　

洋
昌
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　新年を迎え、謹んで新春のご挨拶を申し上
げます。
　昨年は、元日の能登半島地震、その被災地
を襲った９月の豪雨災害をはじめ、各地で大
規模な災害が相次ぎました。改めて、こうし
た災害により亡くなられた方々の御冥福を心
からお祈りするとともに、被災された全ての
方々にお見舞いを申し上げます。
　また、わが国の成長力を高めるべく、戦略
的な社会資本整備や地域間のネットワーク強
化、様々な産業分野における担い手の確保、
ＧＸ・ＤＸの推進等に取り組んでまいります。
　本年も、引き続き、国民の安全・安心の確
保、持続的な経済成長の実現、地方創生．
の推進を柱に、諸課題に全力で取り組んでま
いります。
①　国民の安全・安心の確保
（能登半島における自然災害からの復旧・復
興）
　能登半島地震の発災から１年が経過しまし
た。改めて能登半島地震及び９月日からの
大雨でお亡くなりになられた方とそのご家族
に対し、心よりお悔やみ申し上げます。また、
被災された全ての方々に心からお見舞い申し
上げます。
　インフラの復旧やまちの復興は被災者の方
々の暮らしとなりわいの再建に不可欠である
ため、被災自治体の声をよくお聞きしながら、
全力で取り組んでまいります。
（その他の自然災害からの復旧・復興）
　災害復旧では、被災地において一日も早く
安全・安心な生活を送ることができるよう、
早期復旧と再度災害防止の観点が重要です。
（東日本大震災からの復興・再生）
　東日本大震災からの復興・再生は、政府の
最優先課題の一つです。
（防災・減災、国土強靱化）
　わが国の国土は災害に対して脆弱であり、
激甚化・頻発化する豪雨災害や切迫する大規
模地震などから、国民の皆様の命と暮らしを
守ることは国の重大な責務と認識しておりま
す。
　そのため、「防災・減災、国土強靱化のた
めの５か年加速化対策」に基づく取組を着実
に推進してまいります。
　また、「５か年加速化対策」後も、中長期
的かつ明確な見通しのもと継続的・安定的に
切れ目なくこれまで以上に必要な事業が着実

に進められるよう、「国土強靱化実施中期計
画」の策定に係る検討を最大限加速し、関係
省庁と連携し取り組んでまいります。
（流域治水の推進）
　気候変動の影響による降雨量の増大等への
対応は喫緊の課題です。河道掘削や堤防、ダ
ム、遊水地、下水道、砂防堰堤、海岸保全施
設等の整備に加え、利水ダムの事前放流、官
民の雨水貯留、住まい方の工夫などの対策を
充実させ、あらゆる関係者が協働して行う
「流域治水」を加速化・深化させてまいりま
す。
（インフラ老朽化対策の推進）
　加速度的に進行するインフラの老朽化に対
しては、「予防保全」への本格転換や、新技
術等の導入促進によるインフラメンテナンス
の高度化・効率化等を進めていくことが重要
です。
　また広域・複数・多分野のインフラを群と
して捉えて戦略的にマネジメントを行う「地
域インフラ群再生戦略マネジメント」、いわ
ゆる「群マネ」を推進していく必要がありま
す。
②　持続的な経済成長の実現
（原油価格・物価高騰等への対応）
　建設資材の価格高騰への対応も重要な課題
です。国土交通省としては、直轄工事におい
て、適正な請負代金の設定や契約後の状況に
応じた契約変更に取り組むとともに、地方公
共団体に対しても、適切な価格転嫁が行われ
るよう、しっかりと働きかけを行ってまいり
ます。また、改正建設業法において、民間工
事も含め資材高騰分の転嫁ルールを新たに定
めたところであり、民間発注者団体や建設業
団体等への働きかけや建設Ｇメンの取組を通
じて本制度の定着を図ってまいります。
（持続可能な産業の実現、各分野の担い手の
確保、生産性の向上）
　地域を支える基幹産業を活性化し、成長力
を高めていくことが求められています。持続
可能な産業の実現に向け、各分野における担
い手の確保、生産性の向上に取り組んでまい
ります。
　国民生活や社会経済を支える建設業が将来
にわたって持続可能であるためには、現場を
担う技能者の賃金が、優れた技能や厳しい労
働環境にふさわしい水準に引き上げられるこ
とが重要です。このため、改正建設業法に基

づき、資材高騰分の転嫁対策を強化したとこ
ろですが、これにより労務費へのしわ寄せ防
止を図るとともに、今後、現場技能者に適正
な賃金を行き渡らせるための制度の具体化を
進めることで、技能者の処遇改善を進めてま
いります。
（国土交通分野における環境施策の推進）
　建設施工分野においては、直轄工事におい
て省ＣＯに資する建設機械やコンクリート
の技術基準策定等、普及に向けた取組を推進
します。
　年カーボンニュートラルに向けた取組
を加速させるため、治水機能の強化と水力発
電の促進を両立させる「ハイブリッドダム」
の取組を進めています。
（国土交通分野におけるＤＸの推進）
　インフラ分野においては、建設現場の生産
性向上に向け、ＩＣＴ施工をはじめとする
「i-Construction」を推進してまいりました。
さらに昨年４月、「i-Construction 2.0」を
とりまとめました。．では、年までに
建設現場を少なくとも３割の省人化、すなわ
ち生産性を．倍向上することを目指し、建設
現場のオートメーション化に取り組みます。
③　地方創生．の推進
（活力ある地方創り）
　半島地域、離島、奄美群島、小笠原諸島、
豪雪地帯など、生活条件が厳しい地域や北方
領土隣接地域に対しては、引き続き、生活環
境の整備や地域産業の振興等の支援を行って
まいります。
　本年が皆様方にとりまして希望に満ちた、
発展の年になりますことを心から祈念いたし
ます。


